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三菱ふそう 

お客様のビジネスの脱炭素化をサポートする 

「カーボンニュートラル推進支援サービス」を開始 
2023年 12月 5日 

 

 エコエナジー社と協業 

 温室効果ガス排出量の可視化から排出削減ロードマップの策定・実行までを包括的に

サポート 
 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・デッペ

ン、以下 MFTBC）は､お客様のビジネスの脱炭素化をサポートする「カーボンニュートラル推進支

援サービス」(以下「本サービス」)を、2023年12月より日本国内で開始しました。 

 

 
×  

 

本サービスは、MFTBC がエコエナジー株式会社(本社：東京都台東区、代表取締役：伊藤智教、

以下「エコエナジー社」)と共同で展開します。エコエナジー社は、20年以上にわたって多くの企業

の環境政策をサポートしてきた実績があり、温室効果ガス排出量の可視化、排出量削減の計画

策定や実行支援などのサービスを提供しています。MFTBC がお客様のニーズに合わせてこれら

のサービスをご提案し、エコエナジー社が実務を担当します。 

 

日本政府の2050年カーボンニュートラル達成という目標や ESG 投資気運の拡大などを受けて、

企業にはカーボンニュートラル化への取り組みやその計画の策定・開示といった社会的要請が高

まっています。 

 

しかし、カーボンニュートラル化は自社の事業活動に留まらず、サプライチェーン全体に及ぶ取り

組みが求められます。温室効果ガスの排出量を把握・管理するためには、自社の直接排出量だ

けでなく、他者から供給されたエネルギーの使用による排出量やその他の間接排出量も含めた

取り組みが欠かせません。 

 

物流業界においては、荷主企業からカーボンニュートラル化に向けた取り組みを求められるケー

スがあり、お客様からは「どこから始めればいいのかわからない」といった声が聞こえてきていま

す。MFTBC は、エコエナジー社との協業により、包括的なカーボンニュートラル化のソリューション

を提供することで、お客様のこれらの社会的要請への対応を支援します。 

 

本サービスは、MFTBCの「FUSO eモビリティソリューションズ」のメニュー「ゼロエミッションソリュー

ション」の一部です。「FUSO eモビリティソリューションズ」は、お客様の MFTBCの電気小型トラック

「eCanter」の導入・運用を包括的にサポートするソリューションプログラムです。MFTBC の知見と経

験を活用し、お客様の eモビリティへの転換を包括的に支援します。 
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MFTBC は「eCanter」による輸送領域に加え、お客様のビジネス全般についてもカーボンニュートラ

ル化のお手伝いをすることによって、物流業界の脱炭素化を促進し、ひいては政府のカーボン

ニュートラル目標への貢献を目指してまいります。 

以 上 

 

三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、ダイムラートラック社が89.29％、三菱グループ各
社が10.71％の株式を保有し、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。90年以上の歴史を持つ
FUSO ブランドの、小型、中型、大型トラックやバス、産業用エンジンを含む製品を世界約170の市
場向けに開発・製造・販売しています。2017年、初の量産型電気小型トラック「eCanter」を市場に
導入し、2019年には、日本の商用車市場のベンチマークとなる、SAE レベル2相当の高度運転支
援技術を搭載した大型トラック「Super Great」を商用車メーカーとして初めて日本に導入しました。
MFTBC は、ダイムラー・インディア・コマーシャル・ビークルズ社（DICV）とともにダイムラー・トラッ
ク・アジアの一員として、製品開発、部品調達、生産などの分野で協力し、お客様に最高の価値を
提供しています。 

 

電気小型トラック「eCanter」について 

今日の都市が抱える騒音や排出ガス、CO2低減の課題を解決する答えとして、MFTBC が2017年に発

売した国内初の量産型電気小型トラックです。電動で駆動することで排出ガスが一切出ない「eCanter」

は、従来のディーゼル車と比較して騒音や振動も少ないため、都市内輸送のほか深夜早朝での輸送

に適しています。2017年の初代モデル発売後、2020年8月に安全装備を拡充した改良モデルを発売し、

これまで日本をはじめ、欧州、米国、オーストラリア及びニュージーランドのお客様の下で活用されてい

ます。そして2023年3月にフルモデルチェンジした新型モデルを発売し、さらに多様なビジネスニーズへ

の対応が可能になりました。新型モデルは、さらに多くの海外市場での展開を予定しています。 

 


